
　平成２４年第３回高鍋町議会定例会　一般質問通告一覧表

順
位

質 問 者
質　　　　　問　　　　　事　　　　　項
質 　　　問 　　　の 　　　要 　　　旨

質問の相手

１ ７番 １．商店街活性化策について 町  　 長

中村　末子 ①商工会議所との連携について。

②商店街の空き店舗対策はどうなっているのか。

③景観対策はどこまで計画されているのか。

④子どもが遊べる一角の計画はないのか。

２．災害時対応策について（一般、学校） 町  　 長

①児童の安全確保のマニュアルはあるのか。 教育委員長

②その検討は、何回ぐらい教育委員会で行ってきたか。 教　育　長

③避難経路に関して、教育委員会としてどのような計画を持っているのか。

④住民が避難する場合、かかる時間について検討はなされているのか。

⑤自治公民館の災害時マニュアルはあるのか。

⑥自宅からの避難困難者の人数把握はできているのか。

⑦そのほか自然災害などへの対応マニュアルはあるか。

⑧消防団員の処遇改善について

３．第一次産業育成について 町  　 長

①これからの農業政策についてどのような計画があるのか。 農業委員会会長

②農業委員会としてどのように支援する計画があるのか。 教　育　長

③教育委員会では、農業体験などを通して第一次産業育成及び農業への関心を高める

政策はあるのか。

④世界の穀物市場をにらんでこれからの畜産育成は。

⑤再編交付金で作る、米粉製粉に関する作業所の活用はどのように図られるのか。

⑥農業高校「島田ほ場」利用について、どこまでの話し合いが進んでいるのか。

２ ８番 １．蚊口墓地枯死松伐倒駆除調査について 町  　 長

黒木　正建

①目的、調査範囲について。

②調査期間、伐倒松総数について。

③予算の確保、県・国等の補助金について。

④現在使用されている駆除薬剤の効果について。

３ １６番 １．放課後児童クラブについて（東小校区） 町  　 長

津曲　牧子 ①今年度の申込み状況と活動内容、新たな取り組みを伺う。

②保護者のニーズに応じた内容になっているのか伺う。

③今後、現在の状況を拡充する方向で運営できるのか伺う。

２．赤ちゃんの駅について 町  　 長

①本町は現在どのような取り組みをしているのか。

②子育て支援事業の一環として、保護者に周知はどのようになされているのか。

③県からの補助はあるのか伺う。

３．ラジオ体操について 町  　 長

①夏休みの子ども会の地区行事として、町内で何地区が実施しているか。 教　育　長

②現在小学校では、そのような形で教育現場に取り入れられているのか。

③巡回ラジオ体操を本町で実施できないか。

（２枚のうち１枚目）

＊蚊口浜の枯松の処分については、これまで何度も取り上げてきたが、特に墓地内について
は、不安苦情等が出ており、下記について伺う。
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質問の相手

４ ３番 １．福祉の町づくりについて 町  　 長

岩﨑　信や ①公共施設の整備は。

②独自の条例制定は。

２．町おこしイベントについて 町  　 長

①地域イベントへの協力は。

②新しいイベントの創出は。

５ １４番 １．災害対策について 町  　 長

柏木　忠典 ①地震・津波対策について。

②豪雨対策について。

③南海トラフ（巨大地震・津波想定）の対応について。

④防災計画の見直しは。

２．舞鶴公園整備事業計画及び花守山事業計画について 町  　 長

①町制９０周年事業として、本公園の文化財、史跡としての保存に留意、本計画を作成

する事を計画の目的であったが、今後の計画を問う。

②花守山事業計画の進展は。

③高鍋大師寄贈の経緯について。

６ １５番 １．防災減災地域ニューディールについて 町  　 長

八代　輝幸 ①我がまちの公共施設の５０年が経過した割合、その維持・更新などで見込まれる費用と 教　育　長

その確保策について伺う。

②今までの防災訓練、避難訓練の問題点をどのように掌握しておられるのか伺う。

③学校施設４校の「耐震補強工事の進捗状況」について伺う。

④東海、東南海、南海地震などが同時発生する「南海トラフ」の巨大地震や、東京都北部

地震などの被害想定が大幅に見直し修正されたが、今後の我がまちの「地域防災計画」

への取組みについて伺う。

２．がん検診受診率向上対策について 町  　 長

①我がまちの乳がん、子宮頸がんの無料クーポン券導入により、受診者数の推移、がん 教　育　長

発見率にどのように貢献しているのか伺う。

②子宮頸がん予防ワクチンの接種については、町民が安心して接種できるように安全性

や有効性などの正しい情報の啓発が必要であり、その取組みについて伺う。

③２０～３０歳代の子宮頸がん罹患者が増加傾向にあるといわれている。子宮頸がんワク

チンや検診の大切さを次世代に伝えていくために、家庭・学校・社会での啓発をどう進め

るか伺う。

④乳がん、子宮頸がんの受診率５０％、胃がん、肺がん、大腸がんの受診率４０％（２０１２

年６月に見直された）をめざした取組みについて伺う。

⑤学校における「がん教育」の推進について伺う。

７ １０番 １．本町の人口減少をどのように捉えているか 町  　 長

後藤　隆夫 ①人口減少の要因は。

②人口増の対策をどのように執られるか。

③生涯住みたくなるまちづくりをどのように進めるか。

（２枚のうち２枚目）


